
野球やサッカーなど趣味があう人が集まった
り、「三重にもう一つ帰りたい場所ができ

た」と言ってくれる利用者がいたり…。ここは、
まるで「大人の秘密基地」のよう。貸しスペー
スは、用途を限定していませんが、できる限り
人との出会いを大切にしていただいています。

花火大会の日に地域で盛り上がれる企画はな
いかと、スタッフ同士で頭を悩ませていた

ら、「子どもたちの居場所をつくりたい」という

男性が本当に「ふらっと」やってきたんです。
これって運命やんって！「まちのために何かし
たい」と思う人がいれば、それを実現できる場
所や人のつながりがあることが大切ですよね。

人口減少が課題となっていますが、本当の課
題は、人口減少社会でも幸せに暮らす方法

に向き合うことなのかもしれません。ここを拠点
に、いろんな人がつながって、わいわい楽しく暮
らせる居心地のいいまちにしていきたいです。

この日はフラットベースを
拠点に、名張

高校の生徒とスタッフが
一緒にまち歩

き。地域の皆さんのお話も
伺いながら、

まちの活性化を考えてもら
いました。
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空き家を改修したテレワーク施設「FLAT BASE（フラットベース）」（元町）空き家を改修したテレワーク施設「FLAT BASE（フラットベース）」（元町）
には、地域の内外から人が集い、さまざまな想いと縁をつないでいます。には、地域の内外から人が集い、さまざまな想いと縁をつないでいます。

ご近所さん

角
す み だ

田 康代 さん

鳥羽からふらっと…

佐藤 創
はじめ

 さん
東京出身、鳥羽市在住の元地域おこ
し協力隊で映像作家。ここで開催さ
れた講座の講師に招かれて以来、立
ち寄るように。スタッフからは「は
じめちゃん」の愛称で慕われている

まちづくりを学びたい
杉田 香乃 さん

東京版 FLAT BASE !?  
瀧島 忠典 さん

東京都羽村市の観光協会理事。ここ
で人がつながっていく様子を目の当
たりにし、東京版 FLAT BASE の設
立を目指す。非常勤講師を務める法
政大学の学生と名張をつなぐ構想も

東京との 2拠点生活
福地 康弘 さん

東京と名張の 2拠点生活を送って
いて、ここを名張の新たなくつろぎ
の居場所としている。自家菜園で育
てたバジルはスタッフにもおすそ分
けして大好評だ

地域おこし協力隊
長谷川 幸太朗 さん

名張地区の活性化を担う「地域おこ
し協力隊」として、昨年、家族とと
もに東京から赴任。ここにはスタッ
フとして潜入し、新たな人脈づくり
に余念がない（P11にも登場）

まちづくりの扉をたたく

「子どもたちの居場所をつくりたい。
ここなら何かできそう」と、FLAT 
BASE のＳＮＳを見て梅が丘から
やってきた。花火大会当日に、スタッ
フと子ども向け企画に初挑戦

近大高専の田中
先生による町家

調査結果を

聞く会。地域の
皆さんもたくさ

ん来てくだ

さって、古いま
ちの価値を再認

識。新たな

町家を調査する
話も進み出しま

した。

鳥羽で地域共生を目指す谷水さんと野山
さんの想いが重なり意気投合。隣で話を
聞いていた大学生の杉田さんがフィール
ドワークを依頼して、後日実現！

「花火大会の日にだれが一番盛り上がれる？」をテーマに、壮大なミニゲームを繰り広げた。子どもたちの喜ぶ顔をみて、
大人たちが一番盛り上がったかも！？ 　
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名張を愛する奈良県立大学 3年生。
（一社）「つなぐ」の設立メンバーで
もあり、空き家の改築などにも参加。
“生”のまちづくりを学ぼうと、ス
タッフとしても関わる行動派

想いとと縁をつなぐ

市内の子育てサークルが普段の活動場所を離れ、メンバーの保育士や助産師などによるオリジナル講座や縁日遊びを開催。新たなパパ・ママ友の交流が生まれました。

ふらっと人がやってくるにゃ

強

弱 強

交流人口

関係人口

何らかの目的をもって
地域を訪れる人々

観
光
や
習
い
事

通
勤
通
学
…

このまちの
人たちが好き！

定住人口
地域に住む人や
移住してくる人

出身者など地域内に
ルーツのある人々

地域への情熱や
愛着のある人々

やっぱりここが
落ち着くわ

▲

▲

現
状
の
地
域
と
の
関
わ
り

▲ ▲地域との関わりへの想い

F
フ ラ ッ ト

LAT B
ベ ー ス

ASE の

日常を覗
の ぞ き見！

FLAT BASE 

▶特集  まちの賑わい、明日へつなぐ。　　地域の内外から人が集える場所を

ここで週 2回実施されるラジオ体ここで週 2回実施されるラジオ体
操に休まず通う 91歳。元民生委員操に休まず通う 91歳。元民生委員
で地域の配食ボランティアなどにもで地域の配食ボランティアなどにも
参加。体操後のティータイムでのお参加。体操後のティータイムでのお
しゃべりも楽しみのひとつしゃべりも楽しみのひとつ

地域課題と市の取組 ➊ 「人口減少」
　名張市の人口は平成12年をピークに、平成13年以降、
転出者数が転入者数を上回る「転出超過」が続き、令和
27年には 6万人を下回ると予測されています。
　市では、令和 2年に、第 2期目となる「まち・ひと・
しごと創生総合戦略」を策定。人口減少を食い止める
ため、働く場の確保や、都市部からの人の流れをつ

くること、結婚・出産・子育ての希望を
かなえることなどを基本目標として、さま
ざまな取組を推進しています。

地域活力創生室  
伊奈 眞由美  地域活力創生室　 63-7782第 2期総合戦略

活動の様子　
（Instagram）

5月20日

6月11日
 7月30日

 8月 21日
 8月1

7日

立山 和樹 さん

野
た
ま
ス
人

花
ら

活動
（In

大大
フ ラ ッ ト ベ ー ス

フ ラ ッ ト ベ ー ス人の秘密基地
人の秘密基地  へへ　 ようこそ！

　 ようこそ！

野山 直人 
さん

北森 仁美 
さん

FLAT BAS
E 管理人

FLAT BAS
E 管理人

H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27H2

転入・転出者数
（折れ線グラフ）

転出者転出者

転入者転入者2,000 人

4,000 人

6,000 人

2万人

4万人

6万人

8万人

名張市の人口推移

 平成 12 年以降、人口は減少傾向

 平成 12 年以降、人口は減少傾向

※推計人口は、国立社会保障人口
問題研究所による推計値

降、
和

と・

人口（国勢調査値）人口（国勢調査値） 推計人口推計人口

人口
（棒グラフ）

全面ガラス張りで全面ガラス張りで
気軽に中がのぞける気軽に中がのぞける

こが


